
 

 

２歳になりました!   

   

３歳になりました!   

   

４歳になりました!   

５歳になりました!   

６歳になりました!   

 

 

 

 

                            

 猛暑日が続き、室内外での気温差に体が悲鳴をあげています。

特に小さい子ども達は地面の照り返しをもろに受けることに

なるため、ベビーカーや自転車で移動する際は、異変がないか

こまめに確認していく必要を感じます。雨が降らない日が続き、

水不足が心配されるところですが、天気が良い分例年以上にプ

ール遊びや水遊びは充分に楽しむことができています。 

園庭の大きな日よけの下は、想像以上に暑さをしのげるスペ

ースとなりました。温度計、熱中症アラームとにらめっこしな

がらですが、外で遊べる時間が少しでもとれることを願ってい

ます。 

さて残念なことですが、昨今、保育園等ではプール遊びをと

りやめる傾向にあります。それは水の事故のリスク回避であり、

職員の負担軽減（プールの水入れ⇒塩素確認⇒指導者＋監視職

員の配置⇒プール清掃等）の観点からかと思われます。この他

にもプール前後の子ども達の体を洗う作業や着替え、女児の髪

や水着の管理を含めると通常保育の何倍もの忙しさがありま

す。ですがそれには代えがたい夏ならではの体験であり、子ど

もの笑顔あふれる大好きな遊びだということを職員が一番わ

かってくれているところが、本当に頼もしい弁天職員集団です。 

８月１日ひまわり組は『おいでよ運動公園』イベントに申し

込み、舞浜体育館屋内プールにて水泳指導員によるプール教室

参加いたします。また９月には今年度より提携したイトマンス

ポーツスクエアのプールで水泳指導を受ける予定です。 

毎年恒例に出来たら良いなと思っています。 

                   園長 岩間真佐代 

 

 

 保育園 子育て支援センター 

1日(金) 
おいでよ運動公園 
～屋内水泳プール～5歳 

☆トランポリン★ 

2日(土)   
3日(日)   
4日(月)  ☆トランポリン★ 
5日(火)  ☆★身体測定 
6日(水)  ☆★ 
7日(木)  ☆トランポリン★ 
8日(金)  ☆★身体測定 
9日(土)   
10日（日）   
11日(月） 山の日  
12日（火）  お休み 
13日（水）   
14日（木）   
15日（金）   
16日（土）   
17日（日）   

18日（月）  
☆トランポリン 
★身体測定 

19日（火）  
☆身体測定 
ベビーマッサージ 

20日（水）  
☆ 
元気に体操しよう幼児 

21日（木） 誕生会 お休み 

22日（金） プール納め 
☆トランポリン 
ストレッチクラス 

23日（土）   
24日（日）   
25日（月）  お休み 

26日（火）  
☆給食試食会 
元気に体操しよう乳児 

27日（水）  
☆トランポリン 
親子でリズムダンス 

28日（木） 英語 
親子エクササイズ 
★身体測定 

29日（金）  
☆身体測定 
★身体測定 

30日(土)   
31日（日）   

※避難訓練月 1回以上、各クラス身体測定 

※子育て支援センター：☆午前自由開放★午後自由開放 

※在園児も参加できます。 
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～8月の行事予定表～ 

 
      この間泣いちゃった話し 
自宅での実母介護が始まり８ヶ月が経ちました。慣れて
きたとはいえ、振り回され一喜一憂するのは子育てと同
じ。この間私泣いちゃいました。母がいる部屋のすぐ横
で･･･。きっかけは週末の日曜日、介護と共に始まった
実家の日の当らない部屋での我が娘の生活。その日は珍
しく午前中に出かけたので布団干しのチャンス。夕方に
なりふかふかなになった布団を取り込んで部屋まで持
って行ったところで、床に置かれた加湿器(喉の不調で
２日前から使用していたらしい)が転倒。絨毯も布団も
ビショビショになってしまったその瞬間。『こんなに頑
張っているのに･･･』と、泣けて泣けて涙がとまらず、
いつの間にか声をあげてオイオイ泣いてしまいました。
こんな試練全く平気だと思っていた。楽しい瞬間だって
あったのも全然嘘じゃない。当然のこと母も気づいてい
るので少し離れて過す。でも長くは一人に出来ないので
気まずく顔を合わす、何事もないように。母のせいでは
ない。そんなことはわかっている。悲しそうな顔から目
をそむけるしかできなかった。泣いたことで私は思いが
けず、気持ちがスッキリしたみたい。その後お互い普通
に、でも言葉少なに過した翌朝。母は私が７時に家を出
た後、一人で過す２時間と少しの時間を経て到着したヘ
ルパーさん、そしてその後訪れたデイサービスの介護士
さんに、『私がだめだから･･･』とさめざめ泣いていたそ
うです。私の漏らしたため息が、私が注意する声が、行
動を支持する声が、何より私の泣き声が母を傷つけてし
まったのでした。これって本当に子育てと同じ。忙しい
時間の中、誰よりも頑張っているお母さん、もちろんお
父さんも。もう少し、時間に心に余裕があったら、かけ
る言葉も対応も違っていたのかな？と猛省しました。 
我が子を何よりも大事に思う親と同じように、子どもに
とっては誰よりもお父さん、お母さんが大切で大好きな
存在です。ましてやまだ過す世界の狭い子どもにとって
は、家族がすべてなのです。すべての子どもたちが、大
人からかけられる言葉が、優しく、温かく、愛情深いも
のであって欲しいと願っています。７月の夕方突然降り
出した大雨を見て『あ～ママかわいそう、今日自転車で
仕事行っちゃったから、ビショビショになっちゃう～。』
と泣きだしそうな子。私の肘からほんの少し血がでてい
るのを見つけて『園長先生血が出ているよ。大丈夫？痛
いよね。』と声をかけてくれた子。いたずらしてもやん
ちゃでも片付けできなくても、たくさんの愛情をもらっ
て育つ子ども達には、優しさも温かさもしっかり育って
いきます。注意することも叱ることも声を荒げることも
時には必要なときもありますが、決して傷付けてしまわ
ないように。叱った言葉以上に大好きを伝えていこおう
と思いました。               (岩間) 
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